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【
う
ら
へ
続
く
】

　

経
済
秘
密
保
護
法
案
が

衆
院
で
可
決
。「
米
国
な
ど

の
要
求
に
応
え
て
、
秘
密

の
範
囲
を
経
済
分
野
に
拡

大
す
る
も
の
だ
」「
兵
器
の

共
同
開
発
や
武
器
輸
出
を

推
進
す
る
狙
い
が
あ
る
」

イスラエルへの武器売却停止を

　国連人権理事会が決議

　　米独が反対　日本は棄権

成
、
米
国
や
ド
イ
ツ
を
含

む
６
カ
国
は
「
ハ
マ
ス
に

言
及
が
な
い
」
と
し
て
反

対
し
ま
し
た
。
日
本
を
含

む
13
カ
国
が
棄
権
し
ま
し

た
。

　

一
、
日
米
共
同
声
明
は
、

米
軍
・
自
衛
隊
の
指
揮
・

統
制
の
枠
組
み
強
化
を
明

記
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
自

衛
隊
が
米
軍
の
事
実
上
の

指
揮
下
に
組
み
込
ま
れ
る

日
米
軍
事
同
盟
の
歴
史
的
大
変
質

に
強
く
抗
議
す
る

　
　
　
日
本
共
産
党 

田
村
委
員
長
が
談
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
11
日
（
要
旨
）

こ
と
に
な
る
。
日
米
軍
事

同
盟
の
歴
史
的
大
変
質
で

あ
り
、
断
じ
て
許
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

一
、
米
英
豪
の
事
実
上

の
軍
事
同
盟
で
あ
る
「
Ａ

Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
（
オ
ー
カ
ス
）」

と
日
本
が
先
端
軍
事
技
術

で
の
協
力
の
検
討
を
宣
言

し
た
こ
と
は
重
大
で
あ
る
。

軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
的
対
応
の

拡
大
は
、
軍
事
的
緊
張
と

対
抗
を
激
化
さ
せ
、
悪
循

環
を
招
く
危
険
な
道
で
あ

の
「
死
の
商
人
国
家
」
へ

の
道
を
歯
止
め
な
く
進
も

う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

絶
対
に
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。

　

一
、
共
同
声
明
で
、
日

米
同
盟
の
抑
止
力
を
理
由

に
、
沖
縄
県
辺
野
古
新
基

地
建
設
を
「
唯
一
の
解
決

策
」
と
し
て
強
行
す
る
こ

と
を
明
記
し
た
こ
と
は
、

沖
縄
県
民
多
数
の
意
思
に

反
す
る
も
の
で
あ
り
、
断

固
と
し
て
抗
議
す
る
。

　

一
、
い
ま
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、“
戦
争
の
準

備
”
で
は
な
く
、
外
交
に

よ
る
“
平
和
の
準
備
”、憲

法
９
条
を
生
か
し
た
外
交

に
よ
る
平
和
創
出
で
あ
る
。

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ア

ラ
ン
ス
の
対
象
者
は
数

十
万
人
と
言
わ
れ
る
が
、

そ
の
関
係
者
も
含
め
る
と

膨
大
な
市
民
が
調
査
対
象

だ
」「
日
本
共
産
党
は
反
対

し
た
。
立
憲
民
主
党
が
賛

成
し
た
の
は
残
念
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

実
質
賃
金
、
23
カ
月
連

続
で
減
少
。「
２
月
の
実
質

　

国
連
人
権
理
事
会
（
47

カ
国
）
は
５
日
、
パ
レ
ス

チ
ナ
に
関
す
る
五
つ
の
決

議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
が
提
出
し

た
人
権
状
況
を
め
ぐ
る
決

議
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の

武
器
売
却
や
提
供
の
停
止

の
ほ
か
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に

対
し
、
ガ
ザ
封
鎖
を
解
除

し
て
人
道
支
援
を
行
き
渡

ら
せ
る
よ
う
要
請
。
国
連

文部科学省
火山研究本部を設置
　　日本共産党が強く要求

　

政
府
の
「
火
山
調
査
研

究
推
進
本
部
」が
１
日
、文

部
科
学
省
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
１
４
年
の
御

嶽
山
噴
火
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
昨
年
改
正
さ
れ
た

活
動
火
山
対
策
特
別
措
置

法
（
議
員
立
法
）
で
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

共
産
党
は
国
会
で
、
火

山
研
究
者
や
国
の
予
算
が

少
な
い
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
、
火
山
対
策
強
化
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
火
山
本

部
は
阪
神
大
震
災
を
受
け

て
発
足
し
た
政
府
の
地
質

調
査
研
究
推
進
本
部
を
モ

デ
ル
と
し
、
火
山
調
査
委

員
会
と
政
策
委
員
会
が
２

本
柱
で
す
。

パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事

業
機
関
が
任
務
を
遂
行
す

る
た
め
に
十
分
な
資
金
提

供
を
確
実
に
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
各
国
の
行
動
を
促

し
ま
し
た
。
ま
た
イ
ス
ラ

エ
ル
に
つ
い
て
人
権
侵
害

や
国
際
人
道
法
違
反
の
報

告
が
あ
る
と
し
て
「
重
大

な
懸
念
」
を
表
明
し
ま
し

た
。

　

決
議
に
は
28
カ
国
が
賛

る
。

　

一
、
ミ
サ
イ
ル
の
共
同

開
発
、
共
同
生
産
の
宣
言

は
、
米
国
従
属
の
も
と
で
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

賃
金
は
前
年
同
月
よ
り
も

１
・
３
％
減
少
し
た
」「
物

価
が
賃
金
上
昇
を
上
回
る

状
況
が
続
い
て
い
る
」「
円

相
場
は
１
５
３
円
台
に
下

落
。34
年
ぶ
り
の
円
安
だ
」

「
輸
入
品
が
上
が
り
、さ
ら

な
る
物
価
高
を
招
く
恐
れ

も
あ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

の
と
鉄
道
が
全
線
再
開
。

「
新
学
期
に
間
に
合
っ
た
」

「
学
生
・
高
齢
者
の
足
の
確

保
は
重
要
だ
」「
今
な
お

大
敗
。「
革
新
系
の
最
大
野

党
・
共
に
民
主
党
が
圧
勝

し
た
」「
現
政
権
を
痛
烈
に

批
判
し
て
き
た
新
党
『
祖

国
革
新
党
』
は
小
選
挙
区

で
は
候
補
を
立
て
ず
共
に

民
主
党
へ
の
投
票
を
呼
び

か
け
た
」「
投
票
率
67
％
は

す
ご
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
武
蔵
野
研
究
セ
ン
タ

北
門
前
の
三
角
地
に
資
材

置
き
場
と
ミ
ニ
公
園
が
整

備
さ
れ
た
」「
歩
道
も
付
け

ら
れ
て
歩
き
や
す
く
な
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
谷
選
手
の
元
通
訳
を

銀
行
詐
欺
容
疑
で
訴
追
。

「
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
捜
査

機
関
が
会
見
で
明
ら
か
に

し
た
」「
ア
メ
リ
カ
で
は
ス

ポ
ー
ツ
賭
博
が
横
行
し
て

い
る
と
い
う
」「
ギ
ャ
ン
ブ

ル
合
法
の
州
も
あ
り
、
依

存
症
に
な
る
人
が
多
い
よ

う
だ
」「
日
本
を
ギ
ャ
ン
ブ

ル
大
国
に
し
た
く
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
今
年
の
桜
は
長
く
楽

し
め
た
」「
八
重
桜
の
開
花

が
ダ
ブ
っ
て
観
ら
れ
た
」

日本共産党講演会
「東アジアの平和構築への提言ー

ASEANと協力して」
東アジアの平和構築への日本共産党の考え、
取り組み、提案をまとまって語ります。

　　4月 17 日（水）　午後 5時 30 分～
講演：志位和夫議長
場所：衆議院第１議員会館
　　　国際会議室
オンライン中継もあります→

機
能
性
表
示
食
品
も
ア

メ
リ
カ
の
ご
り
押
し

　

機
能
性
表
示
食
品
は
関

税
障
壁
を
理
由
に
し
た
米

国
か
ら
の
圧
力
で
、
財
界

や
維
新
の
橋
本
氏
ら
も
後

押
し
し
た
。
企
業
は
人
を

対
象
に
し
た
試
験
の
た
め

の
数
億
円
が
か
か
ら
な
い
。

２
０
１
３
年
秋
に
ア
メ
リ

カ
で
死
者
が
出
て
、
日
本

で
制
度
を
導
入
す
る
危
険

性
に
警
告
が
発
せ
ら
れ
た

が
、
安
倍
政
権
は
ご
り
押

し
制
度
化
し
た
。

　

効
用
も
害
も
な
い
も
の

は
ま
だ
ま
し
だ
が
、
ほ
ど

ほ
ど
効
用
が
あ
る
も
の
は

害
も
で
る
。
い
ま
ま
で
28

食
品
、
１
１
７
件
の
健
康

被
害
が
出
て
い
る
。
欠
陥

制
度
は
廃
止
し
か
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）

　

木
原
稔
防
衛
相
は
11
日
、

沖
縄
県
う
る
ま
市
石
川
の

ゴ
ル
フ
場
跡
地
へ
の
陸
上

自
衛
隊
訓
練
場
の
新
設
に

つ
い
て
、
白
紙
撤
回
を
表

明
し
ま
し
た
。

　

訓
練
場
新
設
を
巡
っ
て

は
、
住
宅
地
や
教
育
施
設

に
隣
接
し
、
地
元
住
民
や

自
治
体
に
全
く
知
ら
せ
ず
、

計
画
を
公
表
。
地
元
自
治

会
を
は
じ
め
保
守
や
革
新

沖
縄
の
自
衛
隊
う
る
ま
訓
練
場

新
設
断
念

　
反
対
世
論
が
追
い
込
む

〝協力の習慣〟形成訴え
　海洋フォーラムで豪比外相

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ

だ
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ナ
ロ

外
相
は
「
南
シ
ナ
海
は
有

望
な
未
来
を
秘
め
た
海
だ
。

そ
の
未
来
は
、
こ
の
地
域

の
各
国
が
対
立
で
は
な
く

協
力
を
、
武
力
の
行
使
や

武
力
に
よ
る
威
嚇
で
は
な

く
外
交
を
選
ぶ
と
き
の
み

可
能
に
な
る
」と
強
調
、両

外
相
は
イ
ン
ド
太
平
洋
地

域
で
〝
協
力
の
習
慣
〟
を

形
成
す
る
こ
と
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

を
超
え
多
く
の
住
民
が
反

対
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

抱
え
る
旭
区
が
全
会
一
致

で
計
画
反
対
を
決
議
し
た

こ
と
が
、
市
議
会
、
市
長
、

県
議
会
と
次
々
に
動
か
し

た
と
指
摘
。「
沖
縄
県
全
体

の
総
意
と
し
て
断
念
を
求

め
る
声
に
な
り
、
波
状
効

果
の
よ
う
に
防
衛
省
に

し
っ
か
り
届
い
た
。
住
民

の
勝
利
だ
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

伊
波
洋
正
事
務
局
長
は

「
私
た
ち
は
保
革
を
超
え

て
訓
練
場
建
設
に
反
対
し

て
い
こ
う
と
、
こ
こ
は
絶

対
ブ
レ
な
い
よ
う
に
と

や
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
大

き
な
力
に
な
り
国
を
動
か

す
力
に
な
っ
た
」
と
語
り

ま
し
た
。

　
「
計
画
の
断
念
を
求
め

る
会
」
の
山
内
末
子
共
同

代
表
は
、
ゴ
ル
フ
場
跡
を

２
万
人
を
超
え
る
人
が
厳

し
い
避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
」「
断
水
も
未
だ

６
２
２
０
戸
だ
と
い
う
」

「
仮
設
住
宅
の
建
設
も
遅

れ
て
い
る
。
救
援
活
動
を

強
化
し
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

韓
国
の
総
選
挙
、
与
党

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
、
各
国
外

相
ら
が
参
加
す
る
海
洋

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
３
月
４
日

メ
ル
ボ
ル
ン
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

い
ま
南
シ
ナ
海
と
台
湾

海
峡
が
「
危
険
な
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ウ
ォ
ン
外
相
は
、「
私
た
ち

全
員
が
協
力
の
習
慣
を
形

成
す
る
必
要
が
あ
る
。
違

い
は
力
で
は
な
く
対
話
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
べ
き


